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このような状況の中、微細スプリングコネクタを中核製品とするファインコネクタ事業におきましては、

スマートフォンやＰＯＳ端末機等での採用が拡大いたしましたが、海外大手顧客の販売不振などが響き、売

上高は前年同期を下回りました。 

携帯電話機向けアンテナ事業につきましては、海外大手顧客の主力機種への採用によりセルラーメイン内

蔵アンテナの受注が大きく伸び、売上高は前年同期を大幅に上回りました。 

当分野に含めておりますメディカル・デバイス事業につきましては、ガイドワイヤ用コイル、マーカリン

グ等主力製品の堅調な販売増加に加え、2011年１月より開始したガイドワイヤユニット・カテーテルユニッ

トの組立加工の受注増加により、売上高は前年同期を大幅に上回りました。 

この結果、当セグメントの売上高は15億４千３百万円（前年同期比＋17.0％）と、前年同期比で大幅な増

収となりました。セグメント損益につきましては、５千５百万円の利益（前年同期比△54.2％）となりまし

た。 

(事業セグメント別連結売上高)                       （単位：百万円、％） 

前年第１四半期

平成22年 

４～６月 

前四半期 

平成23年 

１～３月 

当第１四半期 

平成23年 

４～６月 

 

売 上 高 売 上 高 売 上 高 前年同期比 前四半期比

車載通信機器 4,238 3,710 3,013 △28.9％ △18.8％

回路検査用コネクタ 1,400 1,272 1,254 △10.4 △1.4 

無線通信機器 1,319 1,213 1,543 ＋17.0 ＋27.2 

計 6,958 6,197 5,812 △16.5 △6.2 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

（総資産） 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、短期借入金での資金調達により現金及び預金増加２億１

千４百万円、売上債権増加３千６百万円などの増加要因がありましたが、有形固定資産減少６千９百万円な

どの減少要因により、215億５千３百万円（前連結会計年度末比２億３千１百万円の増加）となりました。 

（負債） 

当第１四半期連結会計期間末における負債は、仕入債務減少２億５千万円、賞与引当金減少１億９千６百

万円などの減少要因に対し、短期借入金増加７億円、未払金増加４億２千７百万円などの増加要因により、7

2億２千６百万円（前連結会計年度末比６億５千２百万円の増加）となりました。 

（純資産） 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、四半期純損失１億２千２百万円の計上、その他有価証券

評価差額金２千２百万円減少、為替換算調整勘定９千５百万円、前連結会計年度に係る期末配当金支払１億

８千万円などの減少要因により、143億２千７百万円（前連結会計年度末比４億２千万円の減少）となりまし

た。 

（自己資本比率） 

当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は66.5％（前連結会計年度末比△2.7％）となりまし

た。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期決算短信公表時（平成23年５月13日）に公表を見送らせていただいた、平成24年３月期の

連結業績予想（第２四半期累計及び通期）及び配当予想につきましては、本日（平成23年８月10日）付「平

成24年３月期 連結業績予想及び配当予想に関するお知らせ」にて公表いたしました。詳細につきましては

当該公表資料をご参照ください。 
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当第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

報告セグメント 
 

車載通信機器 
回路検査用
コネクタ

無線通信機器 計 

その他 
(注) 

合計 

売上高   

  外部顧客への売上高 3,013,886 1,254,263 1,543,914 5,812,065 － 5,812,065

  セグメント間の内部売上
高又は振替高 

－ 34,563 － 34,563 △34,563 －

計 3,013,886 1,288,826 1,543,914 5,846,628 △34,563 5,812,065

セグメント利益又は損失
（△） 

△256,047 45,220 55,999 △154,827 158,357 3,529

(注) セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益との調整を行っています。 

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円） 

利益又は損失 金額 

報告セグメント計 △154,827

たな卸資産未実現利益調整額 86,456

その他調整額 71,900

四半期連結損益計算書の営業利益 3,529

 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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